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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

（
江
原
淳
学
部
長
）
は
高
校

４
校
と
教
育
課
程
指
定
連
携

に
関
す
る
協
定
を
10
月
31
日

付
で
締
結
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
本
学
ネ
ッ

ワ
ー
ク
情
報
学
部
と
高
校
４

校
（
別
項
参
照
）
の
友
好
関

係
に
基
づ
き
、
双
方
の
教
育

課
程
の
連
携
を
通
じ
て
相
互

に
教
育
理
念
及
び
教
育
方
針

を
尊
重
し
つ
つ
教
育
内
容
等

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

【
協
定
締
結
高
校
・
課
程
】

▽
千
葉
県
立
袖
ヶ
浦
高
校
情

報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科

▽
千
葉
県
立
柏
の
葉
高
校
情

報
理
数
科

▽
東
京
都
立
晴
海
総
合
高
校

総
合
学
科

▽
川
崎
市
立
川
崎
総
合
科
学

高
校
情
報
工
学
科

訃　
　

報

　
小
野
寺
忍
氏
（
お
の
で
ら

・
し
の
ぶ
）
法
学
部
教
授
。

11
月
24
日
、
67
歳
で
死
去
。

２
０
１
０
年
入
職
。
主
な
担

当
は
、
民
事
訴
訟
法
。

岡
田
准
教
授 

研
究
助
成
に 

 

大
川
基
金

　
岡
田
謙
介
人
間
科
学
部
准

教
授
の
研
究
「
オ
ン
ラ
イ
ン

調
査
に
お
け
る
反
応
時
間
と

反
応
ス
タ
イ
ル
の
統
計
モ
デ

リ
ン
グ
」
が
、
公
益
財
団
法

人
大
川
情
報
通
信
基
金
の
２

０
１
６
年
度
研
究
助
成
（
人

文
・
社
会
科
学
分
野
）
に
採

択
さ
れ
た
。

　
同
基
金
は
情
報
通
信
分
野

の
顕
彰
、
研
究
助
成
や
研
究

者
・
技
術
者
の
育
成
を
行
っ

て
い
る
。
助
成
対
象
は
情
報

・
通
信
分
野
に
お
い
て
、
独

創
性
の
あ
る
、
先
進
的
ま
た

最
終
講
義
ご
案
内

　
本
年
度
末
で
17
教
員
が
定

年
退
職
さ
れ
ま
す
。
最
終
講

義
を
行
う
の
は
次
の
方
々
で

す
（
12
月
14
日
現
在
）。

　
学
部
学
科
に
関
係
な
く
、

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま

す
。
卒
業
生
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◆
池
本
正
純
経
営
学
部
教
授

１
月
11
日（
水
）13
時
５
分
〜

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
１
０

２
教
室

◆
加
藤
茂
夫
経
営
学
部
教
授

１
月
12
日
（
木
）
９
時
〜

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
２
０

３
教
室

◆
荒
木
敏
夫
文
学
部
教
授

２
月
４
日
（
土
）
14
時
〜

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
１
０

２
教
室

◆
菊
地
健
三
文
学
部
教
授

１
月
16
日（
月
）14
時
50
分
〜

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
７
７
教

室 は
社
会
的
に
有
用
な
調
査
・

研
究
。

　
11
月
７
日
、
専
修
大
学
の

国
際
交
流
協
定
校
で
あ
る
米

国
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ

ー
ン
校
の
ト
ム
・
フ
ァ
レ
ル

国
際
交
流
担
当
理
事
が
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し
た
。

佐
々
木
重
人
学
長
、
髙
橋
裕

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
ら
と

懇
談
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
を

振
り
返
り
、
今
後
の
交
流
の

深
化
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
。

　
同
校
は
１
９
８
５
年
、
本

学
２
番
目
の
協
定
校
と
し
て

協
定
を
結
び
、
学
生
や
教
員

の
交
流
を
盛
ん
に
行
っ
て
き

て
い
る
。

　
佐
々
木
学
長
は
「
両
校
に

は
長
い
交
流
の
歴
史
が
あ

る
。
今
後
と
も
関
係
が
続
い

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
歓
迎
。
フ
ァ
レ
ル
氏

は
「
双
方
の
学
生
や
教
職
員

が
学
ぶ
機
会
と
な
り
、
有
意

義
な
関
係
が
で
き
て
い
る
」

と
応
え
た
。

来
学
し
た
フ
ァ
レ
ル
国
際

交
流
担
当
理
事
と
佐
々
木

学
長
、
髙
橋
セ
ン
タ
ー
長

（
右
か
ら
）

両
校
の
交
流
よ
り
深
く

　
情
報
シ
ス
テ
ム
学
会
第
12

回
全
国
大
会
・
研
究
発
表
大

会
（
11
月
12
、
13
日
、
富
山

市
）
で
、
森
本
祥
一
経
営
学

部
准
教
授
が
「
情
報
シ
ス
テ

ム
論
に
基
づ
く
地
域
活
性
化

ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
践
と
効
果

の
分
析
」
を
発
表
、
最
優
秀

の
ベ
ス
ト
ペ
ー
パ
ー
賞
を
受

賞
し
た

写
真
。

　
森
本
准
教
授
は
２
０
１
４

年
、
新
潟
県
か
ら
「
大
学
生

の
力
を
活
か
し
た
集
落
活
性

化
事
業
」
の
調
査
・
研
究
を

受
託
、
ゼ
ミ
生
と
と
も
に
限

界
集
落
の
南
魚
沼
市
辻
又
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
夏
、
活
動
記
録
『
大

学
生
、
限
界
集
落
へ
行
く
』

（
専
修
大
学
出
版
局
）
を
刊

行
。
今
回
の
発
表
は
、
一
連

の
活
動
を
情
報
シ
ス
テ
ム
学

の
側
面
か
ら
振
り
返
り
、
そ

の
結
果
を
報
告
し
た
。

魚
田
名
誉
教
授
ら 

第
１
回
浦
記
念
賞

　
ま
た
、
同
大
会
で
第
１
回

浦
昭
二
記
念
賞
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、『
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
概
論
｜
情
報
シ
ス
テ
ム
入

門
』（
共
立
出
版
）
を
出
版

し
、
継
続
的
な
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
を
実
践
し
た
と
し

て
、
編
著
の
魚
田
勝
臣
名
誉

教
授
ほ
か
本
学
の
執
筆
陣

（
渥
美
幸
雄
経
営
学
部
教
授

▽
植
竹
朋
文
同
教
授
▽
大
曽

根
匡
同
教
授
▽
森
本
祥
一
同

准
教
授
▽
綿
貫
理
明
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
情
報
学
部
教
授
）
と

出
版
社
の
共
立
出
版
（
石
井

徹
也
氏
）
が
受
賞
し
た
。

　
同
書
は
１
９
９
８
年
発

刊
。
情
報
シ
ス
テ
ム
入
門
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
概
論
に
関
す

る
教
科
書
と
し
て
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
が
続
い
て
い
る
。
文
理

問
わ
ず
全
国
の
多
く
の
大
学

で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
２
０
１
７
年
２
月
に
第
７

版
刊
行
予
定
。

※
浦
昭
二
記
念
賞

情
報
シ

ス
テ
ム
学
会
設
立
に
尽
力
し

た
故
浦
昭
二
氏
の
功
績
を
記

念
し
、
情
報
シ
ス
テ
ム
分
野

で
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
個

人
や
組
織
を
顕
彰
す
る
。

魚
田
名
誉
教
授
（
右
か
ら

２
人
目
）
と
執
筆
陣

経営・森本准教授が受賞

情報システム学会ベストペーパー賞

江
原
学
部
長
の
コ
メ
ン
ト

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

は
専
門
性
の
高
い
学
部
で
、

志
願
者
に
は
動
機
と
適
性
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
情
報
を
学

ん
で
い
る
高
校
生
が
１
、
２

年
次
か
ら
本
学
部
を
知
り
授

業
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
進
路
選
択
は
よ
り
適
切

な
も
の
と
な
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
し
、
本
学
部
と
し

て
も
学
ぶ
動
機
が
強
く
情
報

教
育
に
適
性
の
あ
る
入
学
者

が
期
待
で
き
ま
す
。
高
校
３

年
生
の
夏
に
行
け
る
と
こ
ろ

か
ら
選
ぶ
指
定
校
制
度
で
な

く
、
高
校
と
大
学
と
が
責
任

を
も
っ
て
教
育
内
容
を
す
り

合
わ
せ
た
こ
の
制
度
が
、
志

願
者
自
身
と
そ
の
将
来
に
寄

与
で
き
る
と
こ
ろ
は
大
き
い

と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後
も

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

適
性
あ
る
入
学
者
期
待

講
演
を
終
え
、参
加
者
か
ら
の

質
問
に
答
え
る
講
師
陣

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
／
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ

ア
研
究
セ
ン
タ
ー
　（
研
究
代
表

飯
尾
秀
幸
文
学
部
教

授
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
移
動

と
定
着
」が
11
月
19
日
、神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
側

全
体
を
視
野
に
、
人
や
集
団

の
流
動
と
土
着
化
を
考
察
す

る
今
年
度
２
回
目
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
。
日
本
古
代
の
エ
ミ

シ
の
強
制
移
住
、
中
世
の
日

宋
貿
易
の
広
が
り
に
つ
い

て
、
歴
史
学
と
考
古
学
の
立

場
か
ら
３
氏
が
講
演
し
た
。

　
日
本
大
学
教
授
の
武
廣
亮

平
氏
は
、
エ
ミ
シ
に
対
す
る

８
〜
９
世
紀
の
強
制
移
住
政

策
に
つ
い
て
語
っ
た
。
エ
ミ

シ
を
「
独
自
の
言
語
を
持

ち
、
優
れ
た
戦
闘
能
力
を
有

し
た
武
人
」
と
定
義
。「
戦

乱
で
捕
虜
に
な
っ
た
り
投
降

し
た
エ
ミ
シ
は
、
個
別
に
西

日
本
の
沿
岸
警
備
や
北
方
交

易
の
交
渉
役
に
使
わ
れ
た

が
、
坂
上
田
村
麻
呂
の
征
夷

後
は
族
ご
と
の
集
団
移
住
が

推
進
さ
れ
た
」
と
説
明
。
政

策
が
転
換
し
た
理
由
を
「
エ

ミ
シ
が
多
く
懐
柔
費
用
の
か

さ
む
陸
奥
・
出
羽
両
国
の
財

政
負
担
軽
減
と
、
国
家
に
敵

対
し
た
エ
ミ
シ
勢
力
の
分
断

の
た
め｣

と
し
た
。

　
福
岡
市
経
済
観
光
文
化
局

文
化
財
部
埋
蔵
文
化
財
課
の

田
上
勇
一
郎
氏
は
、「
博
多

遺
跡
群
」
の
発
掘
調
査
の
成

果
を
報
告
。
11
世
紀
後
半
か

ら
中
国
商
人
が
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
を
形
成
し
、
国
際
貿
易

都
市
と
し
て
繁
栄
し
た
博
多

の
発
展
の
経
過
を
出
土
品
と

遺
構
か
ら
説
明
し
た
。

　
東
北
大
学
教
授
の
柳
原
敏

昭
氏
は
、
鹿
児
島
県
南
西
部

に
存
在
し
た
交
易
拠
点
「
万ま

之の

瀬せ

川が
わ

下
流
地
域
」（
南
さ

つ
ま
市
）
を
取
り
上
げ
た
。

中
世
の
古
文
書
や
発
掘
調
査

か
ら
、
河
口
に
日
本
列
島
各

地
や
中
国
と
つ
な
が
る
港
が

あ
り
、
12
〜
13
世
紀
に
は
活

発
な
経
済
活
動
が
行
わ
れ
て

い
た
と
説
明
。
九
州
北
部
か

ら
西
部
の
沿
岸
に
「
ト
ウ
ボ

ウ
」（
唐
坊
、
東
方
、
当
房

な
ど
）
と
い
う
地
名
が
多
い

こ
と
を
挙
げ
「
全
て
海
上
交

通
に
適
し
た
場
所
で
、
博
多

の
『
唐
坊
』
同
様
、
中
国
人

居
留
地
が
あ
っ
た
と
類
推
で

き
る
」
と
語
っ
た
。

　
研
究
者
や
歴
史
フ
ァ
ン
な

ど
約
１
５
０
人
が
参
加
、
活

発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
。

　
最
後
に
、
荒
木
敏
夫
文
学

部
教
授
が
「
日
本
列
島
の
各

地
に
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
々
の
移
動
と
定

着
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
あ

り
よ
う
を
掘
り
下
げ
る
こ
と

で
、
日
本
の
歴
史
は
ど
う
見

直
さ
れ
て
い
く
の
か
興
味
深

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

教
育
課
程
指
定
連
携 

４
高
校
と
協
定

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情

報

学

部

エミシの強制移住
日宋貿易の広がり

人
々
の
移
動
と
定
着 

掘
り
下
げ
る

古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー 

シ
ン
ポ

研
究
者
３
氏
が
講
演

専
修
大
学米

・
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
リ
ン
カ
ー
ン
校

と
に
よ
り
、
大
学
教
育
及
び

高
等
教
育
の
接
続
及
び
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

　
連
携
に
基
づ
く
教
育
課
程

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
ほ
か
、

２
０
１
７
年
度
入
試
か
ら
教

育
課
程
指
定
連
携
型
推
薦
入

学
試
験
を
実
施
す
る
。

聴衆を前にあいさ

つする飯尾代表


